
梁
啓
超
訳

明
田
市
希
強
h

ってー

は
じ
め
に

の
第
四
四
（
一
九

O
一

十
五
日

八
七
一
一
一
；
一
九

、
も
し
く
は

イ
ロ
ン
の

7), 

〈
っ
さ
点
。
人
と
恋
に
臨
つ

ギ
リ
シ

中
国
に
お
け
る
パ
イ

し
た
c

魯
迅

海

、寸品

一
言
語
｝
が
、

勺タミ、、
Jヂ

ぷフ

る

月

ろ
に

戸、、世－
c

m
f

、ーして
f
I
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と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

高」一ー

っ
た
（
3）
っ

九

と
い
う
タ
イ

i

、I
f＼

l
ノ
A
j
－－
J
ノ

与
てJ
｝ 

で｛一径回初した
a

の
知
弘
法
主
ぬ
い
や
げ
ん
、

写
会
は
少



な
く
な
い
c

た
だ
し
、
そ
れ
を
主
題
と
し
て
取
り
接
之
訓
文
は
亥
だ
な
い
の
は

多
く
の
論
文
は
そ
れ
に
言
及
し
た

ザ

/0 
0 

っ
た
c

し
た
が
っ
て
、

の
訳
が
、
日
本
及
び
日
本
文
学
の
、

に
つ
い
て
、
考
察
の
必
要
が
あ
る
と
一
宮
悶
え
る
だ
ろ
う
v

係
正
芳
氏
は

の
や
に
訳
し
た

英
文
の

原
文
が
付
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
具
休
的
な
出
所
は
内
不
明
で
あ
る
（
4
）

と
述
べ
、
法
替
相
岨
が

って、

た
か
と
い
う
点
が
、
こ
の
研
究
に
お
い
て
、
未
解
決
の
照
題
で
あ
る
w

設
内
最
の

が
発
表
さ
れ
る
前
（

日
本
で
誰
が

を
訳
し
た
か
を
競
べ

五
（
一
九
O
二）

七
月

イ
ロ

ン
文
界
之
大
抵
王
』

（
以
下

て
い
た
こ
と
念
発
見
し
た
（
5
）
。
そ
の
事
実
を
基
に
、

訳
の
函
で
、
裟
斡
超
の
訳
が
木
村
熊
太
郎
の
訳
を
如
何
に
受
容
し
た
の
か
に
つ

い
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

（ニ
2
C
C
吋
』
に
つ
い
て

（ 
司向俳

：ま一
九
三
一
）
が
訳
し
た
部
分
は
第
九
O
行
か
ら
第
九

別
二
五
行
で
あ
る
。
そ
の
揺
の
第
九
二
行
か
ら
第

汲
銭
湯
粗
の
訳
も
同
じ
く
第
九
O
行
か
ら
第
九
二

省
略
し
た
部
分
も
同
じ
く
第
九
一

。ft 

。
。
二
行
ま
で
で
あ
る
。
同
一

二
人
は
同
じ
行
を

部門じ

Fr｝
省
略
し
た
と
い
う
理
由
は
、
芸
品
が
先
行
し
て
叫
訳
さ
れ

自 44”

J

で
あ
ろ
う
。
そ

非
常
に
姿
雰
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
訳
さ
れ
て

な
い
内
容
は
如
何
な
る
も
の
か
を
見
る
必
要
が
あ
る
c

つ

か
？
主
印
た
く
匂
は
し
く
、
か
う
＆
掃
ろ
し
く
麗
し
い
。

私
達
が
吃
寂
す
る
の
は
、

（九一一一）

（九二）

別
れ
の
肉
民
主
二
緒
に
別
れ
き
っ
て
は
終
は
な
い
（
九
四
）

死
ん
だ
女
の
美
し
さ
な
の
だ
。

（九五）

保
ろ
し
い
稜
の
艶
ひ
か
持
っ
た
美
し
さ
、

慕
蕩
ま
で
附
、
き
ま
と
ふ
あ
の
美
し
さ
、

（九六）

（九七）



（九人）

（九九）

（

一

（

〉

13 

イ
ロギ

リ
シ
ャ

Jコ
し、

~ 
し、

か
し
、
訳
さ
な
く
て
も
、

｝
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
木
村
が

ジ
ュ
ア

ー
ノ
心
、

Aν
）
W
V
 

ギ
リ
シ

6
）。

ま
た
、

そ
の
訳
々
だ
い
当
て
は
め
た
と

J

て
い
る
。
も
と
も
とこコ

訳
の
立
尚
一
試

） 

し

都 45ゃ

） 

比
く
の
い
仰
さ

（
一

C
七）

／＼、

ト
0 



汝
等
の
照
臨
に
波
打
つ
育
き
水

i
i
（
一
一
一
）

比
海
如
何
な
る
所
ぞ
、
比
岸
如
何
な
る
爆
ぞ
1
1
（一一

） 

サ
ラ
ミ
ス
の
山
一
ベ
（
一
一
一
一
一
）

間
選
ザ
の
広
重
量
お
話
し
、
速
一
吋
之
を
知
ら
ざ
る
に
北
町
ざ
ら
ん
。
（
一
一
器
）

起
て
、
起
ち
て
再
び
量
茎
謹
一
守
の
も
の
と
せ
よ
。
（
二
五
）

こ
れ
サ
ラ
ミ
ス

裟
感
超
訳

葱
務
第
！
部
議
猪
！
海
山
一
汗
之
長
物
総
！

時
鳴
！
此
希
臨
之
出
河
苅
！
鳴
鳴
！
h
w錦
如
京
之
諭
蹴
側
、
ム
寸
在
何
抗
日
了
（
九

） 
場
鳴
！
此
何
地
務
？
（
一

O
一一一）

下
関
係
野
、
上
岩
笹
務
。
（
一

O
剖）

空
口
代
白
出
向
芦
奇
襲
！
比
雲
市
山
之
幕
内
消
！
（

皆
偉
大
人
物
の
祭
埴
猪
！
（
一

0
5

臆
！
汝
祖
宗
之
光
栄
、
競
世
間
四
北
区
区
在
人
間
諦
！
（
一

O
七）

様
礎
！
弱
質
怯
病
之
奴
隷
務
！
結
駿
！
旬
舘
州
地
下
之
奴
隷
猪
！
鑓
奉
削
務
！

（一

O
八）

新
何
地
狗
！
寧
ま
臼
日
之
徳
摩
比
和
平
・
（
一

O
九）

伸
明
開
！
磐
百
車
出
荷
之
奴
隷
猪
1
・（

（
二

O）

同
法
見
知
雄
猪
！
無
情
夜
潮
、
輿
卿
為
縁
、
寂
翼
民
盈
瓦
務
？

此
山
向
山
州
路
1
北
海
何
海
猪
？
比
山
序
侭
岸
猪
0
・
（
一
一
二
）

此
法
支
宏
之
山
嘉
！
（
二
一
一
一
）

比
伎
泣
持
1
・
此
美
談
苅
！
櫛
等
索
然
（
瑞
司
法
的
！
（
一
一
回
）

附
附
附
設
（
輿
拘
！
州
川
端
比
翼
手
・
光
復
堅
守
之
出
物
、
還
諸
卿
卿
狩
！
（
一

自
分
の
特
徴
を
持
た

-46“ 

せ
よ
う
と
し
た
こ
と
も
何
者
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
で
あ
る
c

以
下

は
婆
校
起
り
訳
が
改
変
し
た
部
分
に
光
を
当
て
て
、
そ
の
独
自
性
を
中
心
に
、

迫
感
超
の
訳
の
特
徴
を
見
て
み
た
い
。

一
一
一
梁
啓
超
穏
訳
の
特
徴

議
宮
崎
の
訳
詩
の
特
徴
今
」
検
討
す
る
前
に
、
彼
の
日
本
語
の
漢
訳
の
実
力
は

如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
w

ペ
ノ
な
逸
話
が
あ
っ

た
c

東
海
散
士
柴
四
朗
は
彼
が
著
し
た
政
治
小
説
『
住
人
之
奇
遇
』
を
武
閃
範



し
か
し
、

実
に
立
派
な
、
…
以

た
も
の
で
あ
る
c

（

7）
 

と
い
う

文
章
の
や
で
、

っ
た
と

イ
ロ
ン
を
知
昭
介
し
、

よ
刊
U
P

フ一

コ，y
c

（ぷ
2
2
2「」

く

の

修
辞
の

の
二
つ
の
形
容
詞
が
付
け
加

と

主

尊

っ
て
い
る
さ
、
ま
（
9
）

こ
こ
で
は
ギ
リ
シ
ャ

九

シア」

な
っ
て
い
る
が
、

八
七
一
一
丁

で
あ
ろ
w

フ。

もい

ヌJt

の
如
し
）
と
訳
し
て
い
る
c

つL

去り、

」，

上と
J、、、

ク

；玄

。
七
行
の
木
村
ー
の
訳
で
は
「
比
く
の
如
き

伊 47-

5
2
2
と
｝
「
2
g
E抗
争
「
円
一
】

2

3
と
な
っ
て
い

る

ニの

；ま

（

1
0）

 

で
あ
る
。

イ
ロ
ン
の
よ
w

？な

っ
た
で
は
な
く
、
は
っ
き
り
と

｝
こ
で
の

の
如
き
」
の

木
村
は

と

つ
ま
り
、
ト
ル
コ

っ
て
い
る
。
し



か
し
、
梁
の
訳
で
は
「
汝
祖
宗
之
党
栄
」
と
な
り
、

こ
の
ご
れ

の
詩
の
中
で
、
強
烈
な
対
比
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る

G

ま
た
、

ア
た
。
た
と
え

4

は、

な
ど

で
あ
る
む
ま
た
、
原
文
に
お
い
て
は
、

人
税：
び〉高

い
て
訳
し
た

い
た
む
梁
は
、
こ
れ
を

の
個
人
と
し
て
の
人
間
の
設
採
で
は
な
く
、

つ
ま
り
、
梁
の
訳
で
は

「
叩
｛
＼
日
H
U

一

f
J
…
；
ノ
自
作
」

γこ
に
よ
っ
て
、

主
人
公
の
諮
り
手
、
は
的
人
に
舟
か
つ
て
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
ギ
リ
シ
ャ
人
、

ギ
リ
シ

ょ、

若
宮
62去
に
2
2
2
5
2コ
ど
の
Y
ご
ぶ
さ

5
）
に
な
っ
て

いる。

っ
て
い
る
。
し

っ
J
L
、

か
し
、
梁
の
訳
は
緩
め
て
煩
雑
で
あ
る
と
の
印
象
仁
左
説
者
に
与
え
る
の
で
は
な

、、A
O

し
，
刀高

名
な
円
少
年
中
国
皇
室
草
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
表
現
に
お
け
る

修
辞
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
の
修
辞
の
連
用
は
、
梁
の
文
章
に
お
け

る
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
事
た
、
奴
殺
の
様
子
に
対
す
る
修
辞
で
は
、

イコ
σコ

セ
ン
一
ア
ン
ス
の
や
に
納
め
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

5
2
k
h汚
之

pqL什
1
J
J
i刈
イ
／
J

〆

。コ

0) 

を

（
睦
析
の
こ
と
）

伝
達
は
十
分
で
き
た
と
思
ー
か
、

に
訳
す
れ
ば
、
そ
れ
で
資
総
仙
の

の
前
に
「
弱
貫
一
を
加
え
、

は
必
ず
し
も
弱
い
体

地
下

は
治
下
（
中
菌
諾
の
地
下

質
の
人
間
を
持
つ
佐
賀
に
限
ら
’
な
い
が
、

は
地
表
を
一
す
場
合
も
あ
り
、
ニ
ニ
マ
は

ど
こ
で
「
旬
旬
」
す
る
だ
ろ
う
か
。
と
、
強
調
す
る
あ
ま
り
、
蛇
足
の
感
も
否

で
は
な
い
と
す
れ
ば

〉
ご
、
。

グ
ヰ
川
1
3
U

-48-

二
四
一
行
は
木
村
の
訳
で
は
所
得
守
皇
室
量
一
寸
の
話
し
、
法
一

2
5ら

抗
力
勺
コ
今
治

1
1｛
Y
士
一
一
4
2
F
9「
て
コ
G
F

と

な
っ
て
い
る
。

色
」
（
お
っ
き
2
）
を

と
訳
し

た
。
こ
の
ふ
う
に
訳
す
に
は
、

わ
け
で
あ
る
つ
幼
い

J

っ
て

；ま

で
あ
る
。
対
偶
に
よ
る
中
盟
諸
の
表
現
の

立
問
炉
認
夫
と
い
う
効
果
が
あ
る
。
こ
れ
も
明
ら
か
に
中
屈
の
読
書
入
を
視
野
に
入

れ
た
工
夫
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
と
ど
ま
、
は
す
、
修
辞
に
よ
る
追
加
さ
れ
た
効
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、
い
る

は
よ
く

と
削
似
て
い
る
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耳
に
す
る
ご
手
い
是
の
一
言
葉
で
あ
る
。

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「杭州」

「
狩
」
叶
同
議
嘆
の
掌
ザ
｝
表
す
功
料
、
多
く
注
文

ま
た
、
梁
訳
の
特
徴
は
、
全
議
に
わ
た
っ
て
、

米
に
つ
く
。
「
今
」
、

に
通
じ
て
用
い
ら
れ
る
、
口
一
閉
め
の
「
刺
」
と

よ
り
「
分
」
の
ほ
う
が

同
じ
く
用
い
ら
れ
る
（
1
5）。

し
か
し
、

な
じ
み
や
す
い
と
患
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
昭
原
の

項
羽
の
「
核

下
歌
」
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
い
て
、
い

読
者
に
深
く
出
印
象
を
残
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
感
嘆
詞
な
多
用
す
る
詩
は
峨
領
千
万
の
詩
と
立
回
っ
て
い
い
だ
ろ
W1

対
縮
、
出
に
、
水
村
の
訳
で
は
な
ど
の
感
嘆
剥
は
、
い
く
つ
か
散
見
さ
れ

って、

る
に
止
ま
る
。
梁
の
訳
で
は
、

て
の
セ
ン
テ
ン
ス
の
末
患
に
は
、

が
使
わ
れ
て
い
た
。
彼
は

情
的
な

成
律
子

こ
の
↓
訳
詩
は

彼
の
文
章
の
風
格
を
証
明
し
た
好
剖
で
あ
る
。
設
の
こ
の
訳
詩
は
魯
迅
ふ
支
泊
め

多
く
の
知
識
人
に
成
読
を
号
え
た
の
は
、
彼
の
訳
詩
に
お
け
る
工
夫
が
あ
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

の

省
略
の
補
充

出
子
三
】
片
山
叶

y
c
m
g
官
三
え

5
2
出

292）
と
九

行
日
（
‘
出

一
出
場
ゲ
三
二
三
コ
ぬ
（
｝
「
2
2
5
一
き
さ
一
）
で
は
、
中
に
つ
九
二
と
と
い
う
省
略

震
護
を
避
け
る
た
め
、

こ
の
よ
w

立
な
省
略
は
、
詩
の
中
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
木
村
の
訳
で
は
、
「
こ

文
が
あ
り
、

れ
グ
レ
シ
ア
な
り
」
と
陳
述
対
惑
を
は
っ
き
り
と
ギ
リ
シ
ャ
を
表
明
し
た
。
文

艇
か
ら
み
て
も
、
木
村
り
戒
は
正
し
い
。
梁
感
超
は
こ
れ
に
省
略
し
た
内
容
を

「、キリシ

と
附
開
示
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
、
山
河
を
付
け
加
え
た
。

一
見
、
埋
松
一
対
象
の
祐
同
会
議
小
に
し
た
よ
フ
片
山
見
え
る
が
、
し
か
し
、

河
」
と
い

W3問
中
諮
問
は
中
慌
の
詩
歌
の
小
及
、
ひ
山
県
故
の
中
に
、
常
に
「
盟
主
」
の

代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。
梁
は
、
川
醇
搭
に
そ
の
川
恥
諸
の

3
礼
叩
胤
M

地
と
し
て
の

殻
砂
味
に
注
t

好
v
f

れ
る
。
杜
市
の
名
勾
「
部
州
磁
山
符
夜
、
城
泰
作
恥
十

A

小
判
休
」
（
国
破
れ
て
山
刊
河
夜
り
、

域
十
品
骨
に
し
て
刊
主
A

小
深
し
（
1
6）
）
を
併
に
と
る
と
、
吉
川
泰
次
郎
氏
の
研
究

に
よ
れ
ば
、
「
吋
出
担
一
の
諾
は
、
も
と
よ
り
人
事
富
家
の
興
亡
変
化
に
知
装
山

と
し
て
存
在
す
る
自
鉄
山
を
い
う
が
、
こ
と
に
霊
祭
釘
要
害
と
し
て
の
そ
れ
で
あ

る
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
で
あ
る
つ
『
文
遣
で
霊
芸
慨
は
、
五
十
六
、
普
の

張
哉
の
「
熊
閣
の
銘
」
の
「
山
川
の
留
め
」
（
中
略
）
唐
帝
毘
も
、
要
や
一
日
の
『
均

つ
で
あ
る
法
憶
は
あ
え
な
く
焔
溶
し
、
賊
軍
は
長
安
に
は
い
っ
て
い

と
い
え
ま
た
、
梁
啓
超
の

「山

知 50司

歪
の

る
（
1
7）

九
O
一
一
一
年
に
作
詞
し
た
「
黄
帝
」



と
い
う
款
の
や
で
も
、

－！＇念

、

つ
ま
り
、
出
荷
は

て
い
た
。

国
土
で
は
な
く
、

用
い
た
こ
と
が
多
い
c

梁
は
こ
こ
で
、
あ
え
て
重
々
し
い

を
用
い
た

のは、

Jコ

の
四

h
T

悶
2
し

L
O
E
／
J
sノ

シ
ア
は
ん
つ
は
亡
し
c

」

〈苧
｝ 
戸

主
主
（
U
4
2
4
V
5
き
さ
一
）
と
な
っ
て
い
る
c

っ
て
い
る
に

対
し
、

け
る
。
木
村
り
訳

を
読
む
と
、

：
し
か
し
、

さ
ら
に
、
ど
の
よ
う

っ
た
の
か
に
も
、

が
あ
る
。

前
述
し
た
通
れ
ソ
、

った日

~ 

モざ

が
り
が
不
明
の
た
め
、

玄、ギ
リ
シ
ャ

ギ
リ
シ

玄
く
つ
な
が
る

時 51-

く
変
わ
っ
た

木
村
の

一三出口
62（｛♀
5
4
2
2
S
｝
之
訳
に
、

ハ
ム
引
っ
胡
ち

J

J

f

｛
ふ
／

Jコ



る。

一
行
で
は
、
お
そ
ら
く
法
寝
起
は
w

く
理
解
し
て
も
ら
フ
た
め
、
木
村
訳
に
手
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
「
汝
等
の
馬
鹿
に
波
打
つ
点

ZG水
」
と
な
っ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
は
海
に

告
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
自
然
接
見
が
忠
実
に
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
島

の
場
合
で
は
そ
う
行
か
な
い
。
海
は
沿
海
に
住
む
人
だ
け
態
解
で
き
ず
、
多
く

の
中
爵
人
は
海
を
見
た
こ
と
も
な
く
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば
な
い
c

外
国
の
風
土
を
理
解
す
る
手
段
と
し
て
は
、

また、

手
法
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
そ
の
詩
を
読
ん
で
、

末
の
中
国
の
状
況
を
連
想
さ
せ
る
狙
い
も
見
受
け
ら
れ
る
。

説
一
新
？
国
未
来
記
』
の
中
で
、
パ
イ
ロ
ン
の
詩
を
掲
載
し
、

小
説
の
一
人
主
人
公
で
あ
る
本
主
会
制
の
日
乞
借
り
て
「
w

属
す
る
が
、
却
っ
て
雄
壮
懐
望
九
＼
人
を
サ
一
叫
ん
で
、

寸
B
S
4

’

・・・井川
μι
什

す
べ
て
や
国
人
に
た
い
し
て
一
一
段
つ

（

1
8）
と
述
べ
て
い
る

d

そ

〉
こ
〉
、

び
た
が
一

「不断一首山、

叶
涯
ア
ゼ
聞
い
込
む
）

海
主
一
青
山
に
変
え
た
。
な
お
、
青
山
は
や
国
漢
詩
の
叶
界
、
俗
語
の
役
界
で
は
、

し
ば
し
ば
生
命
力
の
象
徴
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
工
夫
は
、
中
国
読
者
に
と
っ
て
、
理
解
し
や
す
く
、
受
け
入
れ
も
容
易
に
な

る
た
め
と
み
て
よ
い
c

三
の
五
訳
文
の
増
加

訳
文
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
埋
え
る
前
に
、
梁
の
訳
文
に
は
「
周
遊
英
知
睡

狗
！
無
涯
夜
湖
、
興
開
為
綾
、
認
条
文
盈
立
総
例
よ
と
い
う
詩
文
が
あ
っ
た

v

界
成
文
で
あ
れ
、
木
村
訳
で
あ
れ
、
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
文
句
で
あ
る
c

そ
の
品
目
援
は
「
そ
の
問
問
り
は
寝
込
ん
で
い
る
如
し
、
こ
の
加
旭
川
箭
な
る
夜
の
潮
よ
！

汝
を
付
去
最
う
。
鳴
呼
！
寂
認
は
充
満
す
る
」
で
あ
り
、
当
時
ギ
リ
シ
ャ
の
陪

祭
の
状
況
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
に
は
、
こ
れ
ら
の
文
句
は
ま

っ
た
く
見
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
追
加
は
如
何
に
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
、
を
当
時
彼
の
境
遇
に
関
わ
る
と
考
え
て
い
る
。

-52 -

こ
の

九。
ろ
の
こ
と
で
あ
る
c

彼
は
一
八
九
八
年
九
刃

戊
戊
変
法
の
失
敗
で
、
臼
本
に
亡
命
し
た
c

「
そ
の
周
り
は
寝
込
ん
で
い
る
如

し
」
は
ま
さ
し
く
一
先
賞
者
と
し
て
の
寂
実
で
あ
る
。

点
差
の
失
敗
で
、
日
本
へ
亡
命
す
る
船
の
中
で
、

甘
作
万
ネ
八
一
均
等
述
求
為
百
役
鋪
」
を
吟
じ
、
当
時
社
会
で
は
、
彼
ら
へ
の
不

理
解
な
様
子
を
述
べ
、
2

自
分
は
長
い
闘
で
章
一
家
活
動
を
見
て
い
る
こ
と
宏
一
諮
問

し
た
。
ま
た
、
一
八
九
九
年
十
二
月
一
二
十
一
日
の
夜
中
、
梁
啓
超
は
紛
で
ア
メ

リ
カ
に
向
か
っ
て
い
た
、
が
、
ち
ょ
う
ど
十
九
世
紀
と
二
十
世
紀
の
交
穏
と
い
う

一
八
九
八
年
九
月
、
畿
新

に
は
「
献
身



Cコ苦

ザてこ山
f
h

一、

と
い
う
一
匂
が
あ
る
つ

に
叡
通
っ
て
い
る
乙
し
た

一
か
つ
て
、
ギ
リ
シ

£示、為‘コ、

J
J
ユ心
h
c
z
b

一
一
つ
の
関
い
な
発
し
た
υ

サ
ラ
ミ
ス

ス

て
、
梁
は

と
た
だ
一
つ
の
答
え
を
し
た
c

し
か
も

四
以
上
、
本
論
は
、
去
に
、

ゴ吉
山

込：
（ 
） 

こ
戸

ン
ト
を
与
え
た
w

し
か
し
、

あ
る

F
M

、、
少
fj.二

、ゃ
rhゾ、

E
U
ずム
MUV

が
注
目
し
た

げ
で
あ
る
ハ
》

シ

（

1
9）

 

し
て
い
た
じ
し
か
し
、

よ
っ
て
w

え
る
ご
っ
ヌ
り
、

で
あ
る
。
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白
木

＼ノ
i

戸
「
3
口、
J
3一ll
伊

－

g
v
j仁
U
A
ν
J
μ
iトート

取
り
入
れ
、



さ！）

し
か
し
、

詩
の
再
体
制
成
を
行
つ

入

J
3
2
～
）

ノ
！
；

Aυ

明
ら
か
に
欠
点
の
あ
る
翻
訳
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、

割
近
代
史
上
、
最
も
屈
辱
な
る

正
し
く
掠
詩
を
訳
す

控
き
、
彼
は
、

人
々
な
感
動
さ
せ

る
詩
に
訳
し
十
位
し
た
の
で
あ
る
。
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